
は　じ　め　に

近年、生活者の状況は大きく変化してきています。急速な高齢化に伴う高齢者世帯の増
加、晩婚化・非婚化、少子化、離婚率の上昇とそれに伴う母子・父子世帯の増加、単身世
帯の増加など、世帯構造は大きく変化し、従来、生活設計の標準モデルとされてきた「夫
婦と子ども」世帯は、今日ではもはや「標準」とは言えない状況になっています。さらに、
非正規雇用者や所得水準が一般的に低い層の拡大など、一定の収入が続くことが前提と
なっていたこれまでの生活設計の手法を見直すべき状況に至っています。
このような現状に鑑み、当センターでは2012年5月から「生活設計の今日的課題と今後
のあり方」に関する研究を行い、このほど報告書として取りまとめるに至りました。
また、巻末には、本研究の一環として首都圏の男女個人を対象に実施した「生活設計に
関する調査」結果を掲載しています。
今回の研究が関係各位の一助となることを願ってやみません。

最後に、2年間にわたり本研究に携わっていただきました重川純子座長をはじめ委員各
位に対し、ここに記してあらためて深く感謝申し上げる次第です。
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